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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数台のクライアント・コンピュータ，シート・サーバ，および部門別サーバがネット
ワークに接続されており，上記部門別サーバの記憶装置に記憶されている検査項目および
日付に関連づけられた検査データを，上記ネットワークを介して上記クライント・コンピ
ュータの受信手段によって受信し，受信した検査データによって表される検査結果を，検
査項目および日付によって位置が特定される複数のセルを含むシートの対応するセル位置
に，上記クライアント・コンピュータの検査結果表示手段によって表示画面上に表示する
シート・タイプの検査結果表示方法において，
　上記シート・サーバの記憶装置にテンプレート・テーブルが記憶されており，このテン
プレート・テーブルには，一または複数の検査項目がまとめられた検査項目セットのそれ
ぞれについて，検査項目セットに属する一または複数の検査項目についての項目名を収納
表示させるかまたは展開表示させるかを定めるフラグが，医師番号および患者番号に関連
付けられて格納されており，
　上記クライアント・コンピュータの入力装置が，医師番号および患者番号の入力を受付
け，
　上記クライアント・コンピュータの送信手段が，受付けられた医師番号および患者番号
を上記シート・サーバに送信し，
　上記シート・サーバの受信手段が，上記クライアント・コンピュータから送信された医
師番号および患者番号を受信し，
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　上記シート・サーバの判断手段が，上記受信手段によって受信された医師番号および患
者番号によって特定される，上記シート・サーバの記憶装置に記憶されている上記テンプ
レート・テーブルにおける上記検査項目セットごとの上記フラグにしたがって，検査結果
を表示するシートにおいて，検査項目セットに含まれる一または複数の検査項目の項目名
を収納表示するか展開表示するかを検査項目セットごとに判断し，
　上記シート・サーバの送信手段が，上記判断結果に応じて，収納表示データまたは展開
表示データを，検査項目セットごとに，医師番号および患者番号が受付けられたクライア
ント・コンピュータに送信し，
　上記クライアント・コンピュータの受信手段が，検査項目セットごとの収納表示データ
または展開表示データを上記シート・サーバから受信し，
　上記クライアント・コンピュータの検査結果表示手段が，上記シート・サーバから送信
された検査項目セットごとの収納表示データまたは展開表示データに基づいて，検査項目
セットごとに，上記検査結果を表示するシートにおいて，検査項目セットに含まれる一ま
たは複数の検査項目についての項目名を収納表示または展開表示する，
　シート・タイプの検査結果表示方法。
【請求項２】
　上記シート・サーバの保存手段が，上記クライアント・コンピュータの表示画面に表示
されている，または表示されていた検査結果表示シート上における検査項目セットごとの
収納表示または展開表示の状態を表すデータに基づいて，上記フラグを，上記シート・サ
ーバの記憶装置に記憶されているテンプレート・テーブルに保存する，
　請求項１に記載の検査結果表示方法。
【請求項３】
　上記検査データは，上記検査データが表す検査をオーダーした医師を識別するオーダー
医師番号にさらに関連づけられており，
　上記クライアント・コンピュータの入力装置が上記オーダー医師番号の入力を受付け，
　上記クライアント・コンピュータの特定医師関連検査結果抽出表示手段が，ある患者に
ついて表示されている検査結果のシート表示の中から，受付けられたオーダー医師番号に
関連付けられている検査データによって表される検査結果を抽出して表示する，
　請求項１または２に記載のシート・タイプの検査結果表示方法。
【請求項４】
　上記検査データは，上記検査データが表す検査をオーダーした医師を識別するオーダー
医師番号にさらに関連づけられており，
　上記クライアント・コンピュータの入力装置が上記オーダー医師番号の入力を受付け，
　上記クライアント・コンピュータのセル変色表示手段が，ある患者について表示されて
いる検査結果のシート表示の中から，受付けられたオーダー医師番号に関連付けられてい
る検査データによって表される検査結果についてセルの色を変化させて表示する，
　請求項１または２に記載のシート・タイプの検査結果表示方法。
【請求項５】
　ネットワークに接続された複数台のクライアント・コンピュータ，シート・サーバ，お
よび部門別サーバを備え，上記部門別サーバの記憶装置に記憶されている検査項目および
日付に関連づけられた検査データを，上記ネットワークを介して上記クライアント・コン
ピュータの受信手段によって受信し，受信された検査データによって表される検査結果を
，検査項目および日付によって位置が特定される複数のセルを含むシートの対応するセル
位置に，上記クライアント・コンピュータの検査結果表示手段によって表示画面上に表示
するシート・タイプの検査結果表示システムにおいて，
　上記シート・サーバは，
　一または複数の検査項目がまとめられた検査項目セットのそれぞれについて，検査項目
セットに属する一または複数の検査項目についての項目名を収納表示させるかまたは展開
表示させるかを定めるフラグを，医師番号および患者番号に関連付けて格納したテンプレ
ート・テーブルを記憶した記憶装置を備え，
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　上記クライアント・コンピュータが，
　医師番号および患者番号の入力を受付ける入力装置，ならびに
　受付けられた医師番号および患者番号を上記シート・サーバに送信する送信手段を備え
，
　上記シート・サーバはさらに，
　上記クライアント・コンピュータから送信された医師番号および患者番号を受信する受
信手段，
　上記受信手段によって受信された医師番号および患者番号によって特定される，上記シ
ート・サーバの記憶装置に記憶されている上記テンプレート・テーブルにおける上記検査
項目セットごとの上記フラグにしたがって，検査結果を表示するシートにおいて，検査項
目セットに含まれる一または複数の検査項目の項目名を収納表示するか展開表示するかを
検査項目セットごとに判断する判断手段，ならびに
　上記判断結果に応じて，収納表示データまたは展開表示データを，検査項目セットごと
に上記医師番号および患者番号が受け付けられたクライアント・コンピュータに送信する
送信手段を備え，
　上記クライアント・コンピュータはさらに，
　検査項目セットごとの収納表示データまたは展開表示データを上記シート・サーバから
受信する受信手段，および
　上記シート・サーバから送信された検査項目セットごとの収納表示データまたは展開表
示データに基づいて，検査項目セットごとに，上記検査結果を表示するシートにおいて，
検査項目セットに含まれる一または複数の検査項目についての項目名を収納表示または展
開表示する検査結果表示手段を備えている，
　シート・タイプの検査結果表示システム。
【請求項６】
　上記シート・サーバは，上記クライアントの表示画面に表示されている，または表示さ
れていた検査結果表示シート上における検査項目セットごとの収納表示または展開表示の
状態を表すデータに基づいて，上記フラグを，上記シート・サーバの記憶装置に記憶され
ているテンプレート・テーブルに保存する保存手段，
　を備えている，請求項５に記載の検査結果表示システム。
【請求項７】
　上記検査データは，上記検査データが表す検査をオーダーした医師を識別するオーダー
医師番号にさらに関連づけられており，
　上記クライアント・コンピュータはさらに，
　オーダー医師番号を入力する手段，ならびに
　ある患者について表示されている検査結果のシート表示の中から，上記オーダー医師番
号入力手段によって入力されたオーダー医師番号に関連付けられている検査データによっ
て表される検査結果を抽出して表示する特定医師関連検査結果抽出表示手段，
　をさらに備えた請求項５または６に記載のシート・タイプの検査結果表示システム。
【請求項８】
　上記検査データは，上記検査データが表す検査をオーダーした医師を識別するオーダー
医師番号にさらに関連づけられており，
　上記クライアント・コンピュータはさらに，
　オーダー医師番号を入力する手段，ならびに
　ある患者について表示されている検査結果のシート表示の中から，上記オーダー医師番
号入力手段によって入力されたオーダー医師番号に関連付けられた検査データによって表
される検査結果を表示するセルの色を変化させて表示するセル変色表示手段，
　をさらに備えた請求項５または６に記載のシート・タイプの検査結果表示システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】
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この発明は，シート・タイプの検査結果表示方法および装置に関する。
【０００２】
【発明の背景】
コンピュータ・システムを用いて診療情報（検査データ，画像データ，カルテ・データ等
）を入出力するシステムでは，あらかじめ記憶装置に診療情報を記憶しておき，必要に応
じてその診療情報を記憶装置から読出し，表示装置の表示画面上に表示することが行われ
る。一般に，診療情報を記憶する記憶装置には容量の大きいものが用いられ，その記憶装
置から医師等の持つコンピュータに診療情報が送られる。
【０００３】
近年では，ＨＴＴＰやＸＭＬ等，種々のコンピュータにおいて共通して利用することがで
きるプロトコルやデータが普及し，さらに通信速度が大幅に向上しつつある。このため，
複数の記憶装置を用いてそのそれぞれに診療情報を記憶させる分散型システムも普及して
いる。
【０００４】
分散されて記憶された診療情報のそれぞれを参照して診断等に用いる場合，そのユーザ・
インタフェースが特に重要な要素となる。様々な診療情報を用いて診断を行うような場合
に，所望の情報が蓄積された記憶装置（コンピュータ）がいずれの記憶装置であるかまで
把握する必要があるとすると，医師等による迅速な診察等の妨げとなるからである。
【０００５】
【発明の開示】
この発明は，患者に対する種々の診療情報を，検査項目および検査日付ごとに区分された
セルのそれぞれに対応させて表示するシート・タイプの検査結果表示方法および装置を提
供することを目的とする。
【０００６】
この発明によるシート・タイプの検査結果表示装置は，検査項目および日付に関連づけら
れた検査データを，上記検査データを記憶した装置からネットワークを介して受信する第
１の受信手段，および上記第１の受信手段によって受信された検査データによって表され
る検査結果を，検査項目および日付によって位置が特定される複数のセルを含むシートの
対応するセル位置に表示する検査結果表示手段を備えたものである。
【０００７】
この発明によると，検査結果を表す検査データは，検査項目および日付に関連付けられて
いる。検査項目および日付に関連付けられた検査データによって表される検査結果が，検
査項目および日付によって位置が特定される複数のセルを含むシート上に表示される。セ
ルによって区切られて検査結果が表示されるので，いずれの検査項目のいずれの日付の検
査結果であるかを分かりやすく示すことができる。検査データを記憶する装置が複数存在
するような場合であっても，いずれの装置に記憶されているのかといったことを考慮する
必要がない。
【０００８】
一実施態様では，シート・タイプの検査結果表示装置は，検査項目および日付に関連づけ
られた検査データ存在データを上記検査データ存在データを記憶した装置からネットワー
クを介して受信する第２の受信手段，第２の受信手段によって受信された検査データ存在
データによって表される詳細情報ボタンを，検査項目および日付によって位置が特定され
る複数のセルを含むシートの対応するセル位置に表示する詳細情報ボタン表示手段，上記
詳細情報ボタンの選択を受付ける受付手段，上記受付手段による上記詳細情報ボタンの選
択に応答して，選択された詳細情報ボタンが位置するセルの検査項目についての検査デー
タを記憶する装置に，選択された詳細情報ボタンが位置するセルの検査項目および日付に
関するデータを含む検査データ要求命令を送信する送信手段，ならびに上記要求命令に応
答して送信される検査データを受信し，受信した検査データによって表される検査結果を
表示する詳細検査結果表示手段を備えている。
【０００９】
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詳細情報ボタンが選択されると，その詳細情報ボタンが位置するセルの検査項目および日
付に関するデータを含む検査データ要求命令が，その検査項目に関するデータを記憶する
装置に送信され，要求命令に応じて検査データが返送されて検査結果が表示される。いず
れの検査項目についていずれの日に行われた検査についての詳細な検査結果を参照するこ
とができるのかが，詳細情報ボタンによってシート上に分かりやすく表示される。
【００１０】
たとえば，詳細情報ボタンが選択されることによって表示される検査結果は，シート上の
セル位置における表示に適さないような検査結果とする。たとえば，画像診断によって得
られた画像について，詳細情報ボタンが選択されることによって表示される検査結果とす
る。数値（血液検査によって得られる所定の血液量中に含まれる酵素の割合等）について
は，セル位置にそのまま表示される。
【００１１】
一実施態様では，上記検査データ要求命令は，上記検査データを記憶する装置に接続され
たコンピュータに対する処理実行命令を含み，上記処理実行命令に応答して上記検査デー
タが処理されて得られた表示用データを受信し，受信した表示用データによって表される
検査結果を表示する。すなわち，検査データを記憶する装置（記憶する装置を備えたコン
ピュータ）が制御されて，その装置（コンピュータ）によって加工（処理）された表示用
データによって表される検査結果を表示することができる。たとえば，検査データ自体が
数値を表すデータである場合に，その数値を表すデータが加工されてグラフを表すデータ
が得られ，グラフを表すデータが表示用データとして用いられる。
【００１２】
上記検査データおよび上記検査データ存在データには，検査を受けた患者を特定する患者
データとさらに関連付けておいてもよい。特定の患者についての検査結果をシート上に分
かりやすく表示することができる。
【００１３】
好ましい実施態様では，上記検査データは，上記検査データが表す検査をオーダーした医
師を識別する医師識別符号にさらに関連づけられている。そして，シート・タイプの検査
結果表示装置は，医師識別符号を入力する手段，および上記医師識別入力手段によって入
力された医師識別符号に関連付けられている検査データによって表される検査結果を抽出
して表示する特定医師関連検査結果抽出表示手段をさらに備えている。入力された医師識
別符号に関連づけられている検査結果（医師識別符号によって識別される医師がオーダー
することに行われた検査の検査結果）が，表示画面上に分かりやすく示される。患者に対
して，検査結果の説明等をする場合に便利である。
【００１４】
検査結果の抽出表示に代えて，入力された医師識別符号に関連付けられている検査データ
によって表される検査結果を表示するセルの色を変化させて表示するようにしてもよい。
【００１５】
他の実施態様では，シート・タイプの検査結果表示装置は，上記検査結果表示手段によっ
て表示される検査結果のうち，一または複数の検査結果を選択する選択手段，上記選択手
段によって選択された検査結果を，診療録を表すデータの一部に組込む組込み手段，およ
び上記組込み手段によって組込まれた検査結果を含む診療録を表すデータによって表され
る診療録を表示する診療録表示手段を備えている。表示される検査結果を，診療録（カル
テ）に出力（書き出す）ことができる。医師による診療録の作成の負担が軽減される。も
ちろん，上述の詳細情報ボタンが選択されることによって表示される検査結果を，診療録
に出力（書き出し）するようにしてもよい。
【００１６】
この発明は，シート・タイプの検査結果表示方法およびプログラムも提供している。
【００１７】
【実施例】
この実施例は，この発明を，病院，医院等に設置される診療支援システムに適用したもの
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である。診療支援システムは，医師が患者に対して行った多岐に渡る診察結果，診療結果
，治療結果等の記録の管理，診療，治療，看護婦等が患者に対して行う介護等の指示また
は予定の管理等に用いられる。
【００１８】
（１）診療支援システムの構成
図１は診療支援システムの全体的構成を示すブロック図である。図２は，シート・サーバ
２の電気的構成を示すブロック図である。図３は，クライアント・コンピュータ３の電気
的構成を示すブロック図である。
【００１９】
診療支援システムは，ネットワーク１を介して相互に接続されたシート・サーバ２と，複
数のクライアント・コンピュータ３（以下，クライアント３と呼ぶ）と，複数の各種部門
別サーバ（図１では，部門別サーバの代表として，診療データ保存サーバ４，検査サーバ
５，看護支援サーバ６および放射線情報サーバ７を示す）とから構成される。
【００２０】
シート・サーバ２は，シート・サーバ２の全体を統括的に制御するＣＰＵ11を含む。この
ＣＰＵ11に，データ入力，ボタンの選択等に用いられる入力装置12（キーボード，マウス
等），文字，画像，ウインドウ等を可視的に表示する表示装置13（ＣＲＴディスプレイ，
ＬＣＤディスプレイ等），バッファ・エリア，ワーク・エリア等を提供するメモリ14，ネ
ットワーク１を介してデータ等の送受信を行うネットワーク装置15，ＣＤ－ＲＯＭに記録
されたデータ等を読取るＣＤ－ＲＯＭドライブ16，ＦＤに記録されたデータ等を読取り，
ＦＤにデータ等を記録するＦＤドライブ17およびデータ等の読取り／書込みが可能なハー
ドディスク18とから構成される。
【００２１】
シート・サーバ２のハードディスク18には，入力装置12からの入力データの読込みと解析
，表示装置13の表示制御，メモリ14の管理，ＣＤ－ＲＯＭドライブ16およびＦＤドライブ
17の制御等を行うオペレーティング・システム（ＯＳ）（図示略）の他，診療支援システ
ムにおいて用いられる基本的ウインドウ（後述するシート・ウインドウ）を生成するため
の各種テーブル（グループ・マスタ，セット・マスタ，項目マスタ，スタッフ・マスタお
よび既定・医師・患者テンプレート・テーブル）が記憶されている。これらの各種テーブ
ルの詳細については後述する。
【００２２】
クライアント３も，シート・サーバ２と同様の電気的構成（ＣＰＵ21，入力装置22，表示
装置23，メモリ24，ネットワーク装置25，ＣＤ－ＲＯＭドライブ26，ＦＤドライブ27およ
びハードディスク28）を持つ。クライアント３のハードディスク28には，シート・ウイン
ドウ表示用プログラムおよびブラウザが記憶されている。これらのプログラムおよびデー
タ（情報）の詳細についても後述する。
【００２３】
各種部門別サーバ（診療データ保存サーバ４，検査サーバ５，看護支援サーバ６および放
射線情報サーバ７）も，シート・サーバ２およびクライアント３と同様のハードウエアを
備えたコンピュータ・システムである。各部門別サーバが備えるハードディスクには，そ
れぞれのサーバを動作させるためのプログラムおよびデータがそれぞれ記憶されている。
たとえば，診療データ保存サーバ４は，検査サーバ５が用いられて入力される各種の検査
結果データ，診療結果データ，治療行為データ等を患者ごとのデータにまとめて記憶する
ためのプログラム等が記憶されている。
【００２４】
医師が患者の健康状態（疾患状態）を診察し，その後の処置，処方等を決定する（診断す
る）ためには，その患者のこれまでの経過情報（診察結果，手術結果，投薬内容，血圧の
変動，脈拍数の変動等）を総合的判断するのが好ましい。後述するように，診療支援シス
テムによって提供されるシート・ウインドウはクライアント３の表示装置23の表示画面上
に表示され，患者の経過情報等を医師に提供する。また，所定の医療行為について将来の
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治療行為（医療行為）の予定が定めることができる場合には，その治療行為の今後の日程
（予定）を示すためにも用いられる。
【００２５】
（２）シート・ウインドウ
図４～図９は，クライアント３の表示装置23の表示画面に表示されるシート・ウインドウ
の一例を示している。
【００２６】
シート・ウインドウは，その上部にグループ名（診療科名）表示欄41，医師番号および医
師名を表示する医師情報表示欄42，43，ならびに患者番号，患者名，患者年齢および患者
性別を表示する患者情報表示欄44，45を含み，患者情報表示欄45の右側には確定ボタン51
が表示されている。シート・ウインドウの下部にはファイル出力ボタン52，テンプレート
保存ボタン53，全展開ボタン54，全収納ボタン55，選択解除ボタン56，揺さ振りボタン57
，抽出データ表示ボタン58，診療録ボタン59および終了ボタン60が表示されている。
【００２７】
シート・ウインドウの中央にシート表示欄が設けられている。シート表示欄の上部には「
検査結果」，「処方」，「画像生理」，「病名」，「入退院歴」および「患者属性」の６
つタブ61～66が設けられている。これらのタブの部分をマウスを用いてクリック（選択）
すると，クリックされたタブに対応するシート（検査結果シート，処方シート，画像生理
シート，病名シート，入退院歴シートおよび患者属性シート）がシート表示欄に表示され
る。図４に示すシート・ウインドウのシート表示欄には検査結果シートが，図５に示すシ
ート・ウインドウのシート表示欄には処方シートが，図６に示すシート・ウインドウのシ
ート表示欄には画像生理シートが，図７に示すシート・ウインドウのシート表示欄には病
名シートが，図８に示すシート・ウインドウのシート表示欄には入退院歴シートが，図９
に示すシート・ウインドウのシート表示欄には患者属性シートが，それぞれ示されている
。
【００２８】
▲１▼検査結果シート（図４）
「検査結果シート」には，患者情報表示欄44，45に表示されている患者に対して行われた
検査の検査結果が表示される。
【００２９】
検査結果シートの左側には，列方向（縦方向）に後述するセット名（画像報告，生化学検
査等）および項目名（ＣＴ，ＭＲＩ等）が表示されている。セット名の左側には矩形状の
枠に囲まれた＋（プラス）または－（マイナス）のいずれかが表示される。＋（プラス）
が表示されているセットについては，表示画面上に表示されていないそのセットに属する
項目が存在することを意味する（収納表示）。－（マイナス）はそのセットに属するすべ
ての項目が表示画面上に表示可能な状態となっていることを意味する（展開表示）。
【００３０】
検査結果シートの上部には行方向（横方向）に日付（年月日）が表示されている。
【００３１】
検査結果シートは，セット名または項目名（行項目）と，日付（列項目）とによって特定
される複数のセルを含む。後述するように，検査結果シートに含まれる各セルのそれぞれ
には，リンク・データまたはネットワーク１を介してクライアント３と接続された部門別
サーバを制御する制御データを関連付けることができる。この点の詳細は後述する。
【００３２】
検査結果シートにおいて，日付（列項目）の下のセルに表示されている「▼」マークは，
そのセルを含む列方向（縦方向）のすべてのセルを検査結果シートの左端に移動させて表
示させる場合にクリックされる。
【００３３】
▲２▼処方シート（図５）
処方シートには，患者情報表示欄44，45に表示されている患者に対して処方された薬剤に
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ついて，処方日，処方を指示した医師名，院内（この診療支援システムを備えた病院）ま
たは院外（この診療支援システムを備えた病院以外の病院等）の処方の区別，薬剤名，使
用量，用法種類，用法，投与日数等が表示される。
【００３４】
▲３▼画像生理シート（図６）
画像生理シートには，患者情報表示欄44，45に表示されている患者に対して行われた超音
波，ＭＲＩ，ＣＴ等の画像撮影に関する情報（検査日時，指示医師名，入院患者または外
来患者の区別，撮影項目，撮影種類，撮影部位等）が表示される。
【００３５】
▲４▼病名シート（図７）
病名シートには，患者情報表示欄44，45に表示されている患者に対して診断された病名等
が表示される。
【００３６】
▲５▼入退院歴シート（図８）
入退院歴シートには，患者情報表示欄44，45に表示されている患者の入院および退院に関
する情報（入院日時，目的，期間，退院日等）が表示される。
【００３７】
▲６▼患者属性シート（図９）
患者属性シートには，患者情報表示欄44，45に表示されている患者についての基本的な情
報（血液型，身長，体重，障害，感染，薬剤禁忌，食物禁忌等）が表示される。
【００３８】
（３）シート・サーバ２のハードディスク18に記憶された各種テーブル
図10～図14は，シート・サーバ２のハードディスク18に記憶されたテーブルの一例を示す
ものである。
【００３９】
▲１▼グループ・マスタ（図10）
グループ・マスタ（診療科マスタ）には，「グループ・コード」のデータと「グループ名
」のデータが対をなして格納されている。「グループ・コード」はシート・ウインドウの
グループ名表示欄41に表示させるべきグループ名（診療科名）（大分類；後述する）を識
別する符号（コード）である。「グループ名」はそのグループ・コードに対応するグルー
プの名称を表すデータ（表示のためのデータの集まり）が格納されている。たとえば，グ
ループ・コード001 は肝センター，グループ・コード002 は外科を表す。
【００４０】
▲２▼セット・マスタ（図11）
セット・マスタには「セット・コード」と「セット名」と「グループ・コード」が格納さ
れている。「セット・コード」は上述のグループのいずれかに属する処置項目等（中分類
）のそれぞれを識別するための符号（コード）である。「セット名」はそのセット・コー
ドに対応するセットの名称を表す。「セット・コード」または「セット名」によって特定
されるセット（処置項目等）が属するグループのグループ・コードが「グループ・コード
」欄に格納される。たとえば，セット・コード136 は「画像報告」という処置項目を表す
。このセット「画像報告」は，グループ・コード001 （「肝センター」）のグループ（大
分類）に属する。
【００４１】
セット・マスタに，さらに他のセット・マスタを従属させることもできる。たとえば，第
１セット・マスタに含まれるセット・コードまたはセット名によって特定される第１セッ
トをグループ（大分類）に属させ，第２セット・マスタに含まれるセット・コードおよび
セット名によって特定される第２セットを，第１セットに属するようにする。第１セット
がグループに属し，第２セットは第１セットに属することになる。この場合には，第２セ
ットにおける上述のグループ番号の欄に相当する欄には，第１セットのセット番号が格納
される。たとえば，セット・コード151 の「血算」というセット名についてのグループ・
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コード欄には，グループ・コード「137 」が格納されている。コード137 は，セット名「
生化学検査」のセットを表す。すなわち，「血算」のセットは，「生化学検査」のセット
（第１セット）に属するセット（第２セット）であることを意味する。
【００４２】
▲３▼項目マスタ（図12）
項目マスタには「項目コード」と「項目名」と「セット・コード」と「診療録ボックス・
コード」が格納されている。「項目コード」は，上述のセットのいずれかに属する検査項
目（小分類）のそれぞれを識別する符号（コード）である。「項目名」はその項目コード
に対応する項目の名称を表す。「項目コード」または「項目名」によって特定される項目
が属するセットのセット・コードが「セット・コード」欄に格納される。たとえば，項目
コード268 は「WBC 」という検査項目を表す。項目名「WBC 」は，セット・コード151 （
血算）のセット（中分類）に属する。「診療録ボックス・コード」は，後述する診療録中
のいずれの位置（範囲）に，上記項目コードまたは項目名によって特定される項目に関す
るデータを格納するかを表すコードである。診療録および診療録ボックス・コードの詳細
については後述する。
【００４３】
▲４▼スタッフ・マスタ（図13）
スタッフ・マスタには「医師番号」と「氏名」が格納されている。「医師番号」は医師を
識別する番号であり，医師番号に対応する氏名（医師の名前）が「氏名」欄に格納されて
いる。
【００４４】
▲１▼既定・医師・患者テンプレート・テーブル（図14）
このテーブルは，医師によってクライアント３の表示装置23の表示画面上に表示された検
査結果シート（図４）の左側の項目名について，収納表示するかまたは展開表示するかを
セットごとに決めるためのデータが記憶されたテーブルである（詳しくは後述する）。既
定・医師・患者テンプレート・テーブルには，「医師番号」，「患者番号」，「グループ
・コード」，「セット・コード」および「展開フラグ」が格納されている。
【００４５】
「患者番号」は，患者を識別する番号である。患者番号に対応する氏名，年齢，性別等は
，診療データ保存サーバ４に接続されたハードディスクに記憶されている。
【００４６】
「グループ・コード」は，上述のように，グループ（診療科名）を識別するコードである
。
【００４７】
「セット・コード」には，上述のセット・コードが格納される。
【００４８】
「展開フラグ」は，上述の「セット・コード」に格納されているセット・コードによって
特定されるセットに属する項目の項目名を，検査結果シートにおいて展開表示するべきで
あるか，収納表示するべきものであるかを表すフラグである。
【００４９】
（４）診療支援システムの処理（検査結果シートを中心に）
図15は，診療支援システムの動作処理の流れを示すフローチャートである。図15では，説
明の便宜上，複数台のクライアント３のうちの１台の処理が示されている。
【００５０】
医師等がクライアント３の入力装置22からシート表示用プログラムの実行命令を入力する
と，シート表示用プログラムがハードディスク28から読出され，ＣＰＵ21に読込まれる。
また，ネットワーク１に接続された各部門別サーバに接続されたデータベースがオープン
される（ステップ71）。また，上述のグループ・マスタ，セット・マスタ，項目マスタお
よびスタッフ・マスタがシート・サーバ２のハードディスク18から読出され，クライアン
ト３のメモリ24に一時的に記憶される。
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【００５１】
図16に示すように，クライアント３の表示装置23の表示画面に，初期シート・ウインドウ
が表示される（ステップ72）。
【００５２】
クライアント３のユーザは，初期シート・ウインドウの上部のグループ名表示欄41にグル
ープ名を，医師情報表示欄42に医師番号を，患者情報表示欄44に患者番号をそれぞれ入力
する（ステップ73）。入力された医師番号に対応する医師名がスタッフ・マスタ（図13）
から読出されて医師情報表示欄43に表示される。入力された患者番号によって特定される
患者の氏名，年齢および性別が，クライアント３とネットワーク１によって接続された診
療データ保存サーバ４のハードディスクから読出されて，患者情報表示欄45に表示される
。
【００５３】
グループ名表示欄41の表示内容，医師情報表示欄42，43の表示内容および患者情報表示欄
44，45の表示内容は，次のようにして選択（入力）することができる。
【００５４】
グループ名表示欄41の右側のドロップ・ダウン・ボタン（下三角で示す）がクリックされ
ると，クライアント３のメモリ24に一時的に記憶されているグループ・マスタ（図10）に
基づいて選択可能なグループ名が一覧に表示される（図示略）。ユーザはグループ名の一
覧表示の中から所望のグループ名を選択（マウスを用いてクリックすることによって選択
される）することができる。選択されたグループ名がグループ名表示欄41に表示される。
【００５５】
医師番号を入力する欄42の右側のボタン（「…」で示す）がクリックされると，図17に示
すように，医師番号と氏名との対応関係を示す新たなウインドウが初期ウインドウに重ね
られて表示される。このウインドウは，メモリ24に一時的に記憶されているスタッフ・マ
スタ（図13）に基づくものである。いずれかの医師番号または氏名をクリックして選択し
，確定ボタンをクリックすると，選択された医師番号および氏名が医師情報表示欄42，43
に表示される。
【００５６】
患者番号を入力する欄44の右側のボタン（「…」で示す）がクリックされると，図18に示
すように，患者情報の検索のためのウインドウが初期ウインドウに重ねられて表示される
。このウインドウは患者情報の検索に用いられる。カナ氏名，生年月日，性別および電話
番号のいずれか（複数でもよい）で，患者情報を検索することができる。患者情報（患者
番号，氏名（漢字），氏名（仮名），生年月日，性別，電話番号等）は，部門別サーバの
一つである診療データ保存サーバ４に接続されたハードディスクにあらかじめ記憶されて
いる（図示略）。検索開始ボタンがクリックされると，入力された仮名氏名等が，クライ
アント３から診療データ保存サーバ４に送信され，診療データ保存サーバ４において検索
処理が行われ，検索結果がクライアント３に送信される。患者検索ウインドウの下側部分
に検索結果が表示される。患者検索ウインドウの下部の確定ボタンがクリックされると，
検索されて抽出された患者の患者番号および氏名等が，患者情報表示欄44，45に表示され
る。
【００５７】
クライアント３の操作者は，グループ名，医師情報および患者情報が表示された初期シー
ト・ウインドウにおいて，右上の確定ボタン51をクリックする（ステップ74）。
【００５８】
確定ボタン51がクリックされると，選択されたグループ名に対応するグループ・コード，
入力された医師番号および入力された患者番号が，クライアント３からシート・サーバ２
に送信される。
【００５９】
シート・サーバ２では，受信したグループ・コード，医師番号および患者番号をキーに，
ハードディスク18に記憶されている既定・医師・患者テンプレート・テーブル（図14）を
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用いて，次の処理を行う。
【００６０】
規定・医師・患者テンプレート・テーブル（図14）の各レコードは，上述のように，医師
番号，患者番号およびグループ・コードを格納する欄を含む。各レコードは，医師番号，
患者番号およびグループ・コードのいずれもが格納されているレコード，グループ・コー
ドおよび医師番号のみが格納されているレコード，グループ・コードのみが格納されてい
るレコード，および医師番号，患者番号およびグループ・コードのいずれも格納されてい
ないレコードの４つに大別される。
【００６１】
はじめに，シート・サーバ２では，グループ・コード，医師番号および患者番号のいずれ
もが格納されているレコードが検索される。グループ・コード，医師番号および患者番号
のいずれもが格納されているレコードが検索された場合，そのレコードの展開フラグの有
無が判断される。
【００６２】
展開フラグが立っていると，そのレコード中のセット・コードによって特定されるセット
に含まれる項目の項目名を，表示画面上に展開表示する旨を表すデータがシート・サーバ
２からクライアント３に送信される。展開フラグが立てられていない場合には，そのレコ
ード中のセット・コードによって特定されるセットに含まれる項目の項目名を，表示画面
上に収納表示する旨を表すデータがシート・サーバ２からクライアント３に送信される。
クライアント３の表示画面上に表示される検査結果シート（図４）では，展開表示データ
または収納表示データに基づいて，レコード中のセット・コードによって特定されるセッ
トに含まれる項目名が展開表示または収納表示される。すなわち，展開表示データを受信
すると，セット・コードによって特定されるセットに含まれる項目名が検査結果シートの
左側に一覧に表示され，セット名の左側に「マイナス（－）」が表示される。収納表示デ
ータを受信すると，セット・コードによって特定されるセットに含まれる項目名は収納さ
れた状態で表示される。セット名の左側に「プラス（＋）」が表示される。
【００６３】
シート・サーバ２において受診されたグループ・コード，医師番号および患者番号のいず
れもが格納されているレコードが規定・医師・患者テンプレート・テーブルに格納されて
いない場合には，次にグループ・コードおよび医師番号を含むレコードが検索される。グ
ループ・コードおよび医師番号を含むレコードが存在する場合には，そのレコードについ
て，上述の同様の処理が行われる。
【００６４】
グループ・コードおよび医師番号を含むレコードも存在しない場合には，次にグループ・
コードを含むレコードが検索される。送信されたグループ・コードを含むレコードが存在
すれば，そのレコードについて，上述と同様の処理が行われる。
【００６５】
グループ・コードを含むレコードも格納されていない場合には，シート・サーバ２からク
ライアント３には展開／収納データは送信されない。すなわち，すべての項目が表示可能
な状態でクライアント３の表示画面に表示される（全展開）。
【００６６】
上述のようにして，検査結果シートの左側に最初に表示される項目名が決定される。
【００６７】
確定ボタン51がクリックされると，さらに患者番号が部門別サーバのそれぞれに送信され
る。各部門別サーバに接続されたハードディスクには，検査結果を表す検査データが，検
査項目と検査日（受診日；日付），患者番号，医師コード等に関連づけられて記憶されて
いる。図19は，検査サーバ５のハードディスクに記憶されている検査結果テーブルの一例
を示している。
【００６８】
図19に示す検査結果テーブルは，患者番号，受診日，検査項目コード，医師コード，緊急
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区分，基準外マークおよび結果値を表すデータが格納されている。患者番号によって特定
される患者についてのデータ（レコード）が検査結果テーブルから読出されてクライアン
ト３に送信される（ステップ91）。クライアント３のメモリ24に，送信されたデータが一
時的に記憶される。
【００６９】
クライアント３は，各部門サーバから検査データを受信すると，その検査データによって
表される検査結果を，その検査データに付随する検査項目コードおよび日付データに基づ
いて，検査項目および日付によって特定させるセル位置に表示する（ステップ75）。また
，緊急区分フラグが立っている項目については，検査結果（数値）に代えて，「緊急」の
文字がセル内に表示される。基準外マーク（Ｈ，Ｌ）が格納されている項目については，
検査結果に加えて「Ｈ」，「Ｌ」の文字がセル内に表示される（Ｈは正常範囲を超えてい
ることを，Ｌは正常範囲を下回っていることを意味する。検査結果と正常範囲との比較は
，各部門サーバにおいて行われる）。図４に示す検査結果シートがクライアント３の表示
画面上に表示される。
【００７０】
検査結果シートのセルには数値等が表示されるとともに，セット名を表す行方向のセルに
は，「データ有」という表示も行われる（図４参照）。これは，セットに含まれる項目中
に数値等が表示されるべき項目があることを意味する。
【００７１】
さらに，検査結果シートのセルには「詳細ボタン」が表示されることもある（図４におい
て「※詳細※」で示す）。この詳細ボタンをクリックすることによって，詳細な検査結果
をクライアント３の表示画面上に表示することができる。詳細ボタンをクライアント３の
表示画面のセル中に表示させるためのデータも，各部門別サーバから，項目コードおよび
日付データとともにクライアント３に送信される。
【００７２】
詳細ボタンがクリックされると，その詳細ボタンをクライアント３の表示画面のセル中に
表示させるためのデータを送信した部門別サーバ（たとえば，放射線情報サーバ７）に，
クライアント３から詳細データ要求が送信される。たとえば，詳細ボタンを，クライアン
ト３の表示画面のセル中に表示させるためのデータに，詳細データが保存されている部門
別サーバのアドレスを記載しておくと，詳細ボタンがクリックされることによって，アド
レスに記載の部門別サーバに詳細データ要求がネットワーク１を通じて送信される。
【００７３】
詳細データ要求を受信した部門別サーバは，クライアント３に詳細データ（たとえば，Ｈ
ＴＭＬデータ）を送信する。クライアント３の表示画面上に，検査結果シートに重ね合わ
されるようにして，詳細な検査結果（詳細な所見データ，カルテ・データ，画像データ等
）を表示するウインドウが現れる（図示略）。
【００７４】
詳細データ要求には，データ送信要求のみならず，部門別サーバを制御するための制御デ
ータを含ませることも可能である。この場合には，詳細ボタンがクリックされると，ネッ
トワーク１を介して接続された部門別サーバ（たとえば，看護支援サーバ６）において所
定の処理が行われる（たとえば，所定期間のバイタル・データ（血圧，脈拍等）に基づい
てグラフ表示画面データを作成する処理）。図20に示すように，部門別サーバによって処
理された結果（処理結果）がクライアント３に送信されて表示画面上に表示される。
【００７５】
最後に，シート・ウインドウ（図４～図９）の下部に表示される各種ボタンの機能につい
て説明しておく。
【００７６】
ファイル出力ボタン52：検査結果シートに含まれる検査データを，ＣＳＶ（Comma Separa
ted Value ）形式でクライアント３のハードディスク28等に保存する場合にクリックされ
る。
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【００７７】
テンプレート保存ボタン53：表示画面上に表示されている検査結果シートの左側のセット
の展開／収納の情報を，既定・医師・患者テンプレート・テーブル（図14）に記憶する場
合にクリックされる。
【００７８】
すなわち，テンプレート保存ボタン53がクリックされると，図21に示すテンプレート保存
条件ウインドウが表示画面上に表示される。テンプレート保存条件ウインドウは，「科」
，「科／医師」および「科／医師／患者」のいずれかを選択するチェックボックスを含む
。「科」が選択されてかつ「保存」ボタンがクリックされると，上述の規定・医師・患者
テンプレート・テーブルの各レコードに，グループ・コード，医師番号および患者番号の
うちグループ・コードのみが記憶される。「科／医師」が選択されると，グループ・コー
ド，医師番号および患者番号のうちグループ・コードおよび医師番号が記憶される。「科
／医師／患者」が選択されると，グループ・コード，医師番号および患者番号のいずれも
が記憶される。もちろん，テンプレート保存ボタン53がクリックされたときに表示画面上
に表示されている（または，表示されていた）検査結果シートにおける収納または格納の
状態を表すデータ（展開フラグ）も，セット名（セット・コード）ごとに，規定・医師・
患者テンプレート・テーブルの各レコードに記憶される。
【００７９】
全展開ボタン54：検査結果シートの左側のセットに含まれるすべての項目を展開して表示
する場合にクリックされる。
【００８０】
全収納ボタン55：検査結果シートの左側のセットに含まれる項目のすべてを収納して表示
する場合にクリックされる。
【００８１】
選択解除ボタン56：マウスが用いられて検査結果のセル部分がクリックされると，そのセ
ルの色が変化する。セルの色の変化を元に戻す場合にクリックされる。
【００８２】
揺さ振りボタン57：揺さ振りボタン57がクリックされると，図22に示す表示条件ウインド
ウが表示画面上に表示される。揺さ振りボタン57は，特定の医師が特定の期間に検査依頼
（オーダー）した結果得られた検査結果のみを，表示画面上に表示する（絞込み），また
はその項目についての検査結果が記されたセルを，色を変えて表示画面上に表示する（揺
さ振り）場合にクリックされる。
【００８３】
抽出データ表示ボタン58：検査結果シート上においてマウスを用いてクリックした検査結
果（セルの色が変化する）を，新たなウインドウ中に表示させる場合にクリックされる。
図23に，抽出データ表示ボタン58がクリックされた場合に表示されるウインドウの一例を
示す。
【００８４】
診療録ボタン59：診療録ボタン59がクリックされた場合に表示画面上に表示されるウイン
ドウ（診療録ウインドウ）を図24に示す。
【００８５】
診療録ウインドウには，医師が作成すべき診療録（カルテ）の作成のための入力領域が表
示される。診療録ウインドウは，患者に関する情報（氏名，生年月日等）が記述される欄
と，既往症，主症状，原因，予測，処方・手術・処置等，経過，所見の７つの書き込み欄
をもつ。患者情報記述欄には，部門別サーバの一つである診療データ保存サーバ４に接続
されたハードディスクに記憶されている患者情報が用いられて，患者の氏名，生年月日，
性別等が記載される。この診療録ウインドウの作成のためのプログラムおよびデータは，
クライアント３のハードディスク28に記憶されているシート表示用プログラム中に記述さ
れる。
【００８６】
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医師が，クライアント３を用いて上述の書込み欄に経過，既往症等を記述することによっ
て，患者の診療録が作成される。
【００８７】
診療録の所定の位置に，検査結果シートに表示されている検査結果，または詳細ボタンが
クリックされることによってクライアント３の表示画面上に表示される画像等を貼付ける
（記録する）ことができる。上述したように項目マスタ（図12）には各項目について診療
録ボックス・コードが記録されている。また，診療録に含まれる各書込み欄は，図25に示
すようにボックス番号によって診療録における位置および範囲が決められている。たとえ
ば，医師が検査結果シートに表示されているいずれかの検査結果をマウスを用いて選択し
，かつ上述の抽出データ表示ボタン58がクリックされると，選択された検査結果（文字，
画像，動画等）が新たなウインドウ中に表示される。ここで，診療録に書き込むための所
定の入力（クリック）を行うと，新たなウインドウ中に表示されている検査結果が，その
検査結果項目についてのボックス番号によって特定される診療録中の位置に，自動的に記
述される。
【００８８】
作成された診療録を表すデータは，診療データ保存サーバ４のハードディスク等に記憶さ
れる。
【００８９】
一旦作成された診療録を表すデータは，改竄の防止のために，データ書込み（修正）がで
きないようにしておくのが好ましい。たとえば，診療データ保存サーバ４のハードディス
クに記憶される診療録を表すデータを，読取専用データとする。診療データ保存サーバ４
のハードディスクに記憶された診療録を表すデータを読出す場合に，読取り専用のプログ
ラムによって読出されるようにしてもよい。
【００９０】
終了ボタン60：シート・ウインドウを閉じる場合にクリックされる。
【００９１】
検査結果シートのみならず，他のシート（処方シート，画像生理シート，病名シート，入
退院歴シートおよび患者属性シート）上の表示も，各部門別サーバから送信されたデータ
が用いられて表示が行われる。
【００９２】
上述した例では，患者に対して既に行われた検査結果がシート・ウインドウ上に示されて
いるが，特定の患者に対して将来の検査予定（検査項目についての実施予定日）を定める
ことができる場合には，その予定日を示すために上述の検査結果シートを用いることもで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】診療支援システムの全体的構成を示すブロック図である。
【図２】シート・サーバの電気的構成を示すブロック図である。
【図３】クライアント・コンピュータの電気的構成を示すブロック図である。
【図４】検査シートが表示されたシート・ウインドウの一例を示す。
【図５】処方シートが表示されたシート・ウインドウの一例を示す。
【図６】画像生理シートが表示されたシート・ウインドウの一例を示す。
【図７】病名シートが表示されたシート・ウインドウの一例を示す。
【図８】入退院歴シートが表示されたシート・ウインドウの一例を示す。
【図９】患者属性シートが表示されたシート・ウインドウの一例を示す。
【図１０】グループ・マスタの一例を示す。
【図１１】セット・マスタの一例を示す。
【図１２】項目マスタの一例を示す。
【図１３】スタッフ・マスタの一例を示す。
【図１４】既定・医師・患者テンプレート・テーブルの一例を示す。
【図１５】診療支援システムの動作処理の流れを示すフローチャートである。
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【図１６】初期シート・ウインドウの一例を示す。
【図１７】医師番号／医師名選択ウインドウの一例を示す。
【図１８】患者情報検索ウインドウの一例を示す。
【図１９】検査結果テーブルの一例を示す。
【図２０】詳細な検査結果を表示するウインドウの一例を示す。
【図２１】テンプレート保存ウインドウの一例を示す。
【図２２】表示条件ウインドウの一例を示す。
【図２３】抽出データ表示ウインドウの一例を示す。
【図２４】診療録ウインドウの一例を示す。
【図２５】診療録ウインドウ中の診療録におけるデータ領域を示す。
【符号の説明】
１　ネットワーク
２　シート・サーバ
３　クライアント・コンピュータ
４　診療データ保存サーバ
５　検査サーバ
６　看護支援サーバ
７　放射線情報サーバ
11，21　ＣＰＵ
12，22　入力装置
13，23　表示装置
14，24　メモリ
15，25　ネットワーク装置
16，26　ＣＤ－ＲＯＭドライブ
17，27　ＦＤドライブ
18，28　ハードディスク
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